
令和４年度

飛騨市一般会計補正予算（補正第６号）の概要
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　　　非課税世帯を対象とした灯油購入費助成事業（１世帯15,000円）について、見込みよりも対象世帯が増加したことから、不足見込額２百

　　また、物価高騰対策として実施した温浴施設が無料で利用できる「いきいき地域生活応援事業」が大変好調であることから、助成金１千５

３月補正予算（一般会計補正第６号）のポイント

　今回の補正予算は、令和４年度の最終補正予算となる見込みであることから、新型コロナウイルス感染症による影響を受けて実施

できなかった事業をはじめ、国県補助事業の精算または既決事業の確定見込みを踏まえ、不用見込額４億７千万円を減額しました。

　その一方で、学校エアコン整備を次期シーズンに間に合わせるために１億１百万円を予算化し繰越事業として実施するほか、清掃

　　に７千２百万円をそれぞれ積立金として計上しました。また、企業版ふるさと納税寄附金を私立大学設置応援基金へ積み立てるため、４千

　　　各基金利子の積み立てを調整することに加え、今後の事業財源に必要と見込まれる清掃施設整備事業基金に７千万円、学校施設整備基金

　　１百万円を計上しました。

　このほか、更なる持続可能な財政運営に向けて、公債費の元金６千６百万円を繰上償還するなど全体の調整を行った結果、補正予

算の総額は８千２百万円の減額となり、補正後の予算額は２２９億９千７百万円（前年同期＋１．６％）となりました。

施設整備事業基金や学校施設整備基金など今後に必要と見込まれる基金への積立金２億２千１百万円を計上しました。

■総務費

　＜会計管理費＞

　　百万円を追加計上しました。

　＜公共交通対策費＞

　　　予約制での運行としているバス路線の利用者数が見込みより多かったため、運行委託料２百万円を追加計上しました。

　　万円を追加計上しました。

　＜老人福祉費＞

　　　古川地区から神岡地区へ移動して実施する介護サービス利用が増加したため、介護保険移動対策助成金を１百万円追加計上しました。

　＜社会福祉総務費＞

■民生費
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　　病院事業会計負担金として２千７百万円を追加計上しました。このほか、水道事業会計にも電気料高騰分の支援として、負担金１千３百万

　　　※ 本頁の数値は、実際の予算計上額を１００万円単位に四捨五入して記載しています。

■衛生費

　＜保健衛生総務費＞

　　円を追加計上しました。

　　の不用額などで、総額２千６百万円の減額となりました。

■教育費

　＜小学校管理費・中学校管理費＞

　　　小中学校のエアコン整備について、次期シーズンに間に合わせるため工事費１億１百万円を計上し、予算を繰越して整備します。

　　　飛騨市民病院にかかる電気料の高騰分を支援するほか、まちなか簡易検査センターの設置にかかる市民病院の負担分を補てんするため、

■共通事項

　　　まちなか簡易検査センターを３月末で閉鎖することとし、解体等にかかる工事費４百万円を計上し、予算を繰越して施設を撤去します。

　＜予防費＞

■農林水産業費

■労働費

　＜労働諸費＞

　　　国の雇用調整助成金にかかる経過措置期間に連動して、市が負担する雇用調整支援金２百万円を追加計上しました。

　＜林業総務費＞

　　　森林環境譲与税の未活用分を森林整備促進基金に積み立てするため、３千５百万円を計上しました。

　＜文化施設費＞

　　　旧中村家の修復について、屋根の修理だけではなく、基礎部分の傾きも修復する必要が生じたことから、調査設計費１百万円を追加計上

　　しました。また、文化交流センターの電気料高騰に対する指定管理者支援金として７百万円を追加計上しました。

　＜人件費＞

　　　正職員ではコロナ対策による特殊勤務手当や時間外勤務手当の必要見込額を追加計上したほか、採用に至らなかった会計年度任用職員分

■公債費

　＜元金＞

　　　更なる財政安定化に向けて、地方交付税措置のない借入金の一部を繰り上げて返済することとし、元金６千６百万円を繰上償還します。
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（単位：千円）

予　算　総　括　表

財源内訳

その他 一般財源

01

会計 補正前予算額 補正予算額 補正後予算額 国県支出金 地方債

△5,097 40,881

02

一般会計 23,078,197 △81,609 22,996,588 △116,193 △1,200

54 △227

03

国民健康保険特別会計（事業勘定） 2,783,883 △58,778 2,725,105 △58,605

△753国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定） 200,100 △1,253 198,847 △500

05

△41,474 △12,737介護保険特別会計（保険勘定） 3,438,935 △29,938 3,408,997 24,273

07

△59 △18,111公共下水道事業特別会計 1,214,852 △22,070 1,192,782 △3,900

09

△20 △1,405農村下水道事業特別会計 344,260 △4,625 339,635 △3,200

11

△2,310 △7,933下水道汚泥処理事業特別会計 186,228 △10,243 175,985

13

△289 850情報施設特別会計 286,700 561 287,261

△49,195 565合　　　　　　計 32,242,199 △207,955 32,034,244 △150,525 △8,800

特別会計合計 9,164,002 △126,346 9,037,656 △34,332 △7,600 △44,098 △40,316
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会計　一般会計 歳入 （単位：千円）

予　算　総　括　表

財源内訳

その他 一般財源

01

款 補正前予算額 補正予算額 補正後予算額 国県支出金 地方債

1,500 10,200市税 3,629,741 11,700 3,641,441

11

91,817地方交付税 6,968,560 91,817 7,060,377

13

△26,005 0分担金及び負担金 177,425 △26,005 151,420

15

0

16

国庫支出金 1,909,677 △24,579 1,885,098 △24,579

0

17

県支出金 1,347,292 △91,614 1,255,678 △91,614

3,114 0

18

財産収入 41,007 3,114 44,121

54,904 350

19

寄附金 2,051,000 55,254 2,106,254

△35,168 △70,940繰入金 2,211,688 △106,108 2,105,580

21

△3,442 9,454

22

諸収入 854,762 6,012 860,774

△5,097 40,881合　　　　　　計 23,078,197 △81,609 22,996,588 △116,193 △1,200

0市債 1,286,314 △1,200 1,285,114 △1,200
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会計　一般会計 歳出 （単位：千円）

予　算　総　括　表

財源内訳

その他 一般財源

01

款 補正前予算額 補正予算額 補正後予算額 国県支出金 地方債

△858

02

議会費 105,095 △858 104,237

△4,296 130,224

03

総務費 5,303,805 113,205 5,417,010 △8,723 △4,000

△3,788 △35,806

04

民生費 4,841,201 △78,601 4,762,600 △37,507 △1,500

△30,692 △3,481

05

衛生費 1,967,512 △78,147 1,889,365 △43,974

1,338

06

労働費 23,306 1,338 24,644

△7,825 △17,081

07

農林水産業費 1,318,700 △63,189 1,255,511 △26,783 △11,500

△10,927 △31,639

08

商工費 1,574,503 △42,517 1,531,986 49

621 △43,585

09

土木費 2,810,303 △49,276 2,761,027 △4,212 △2,100

△1,733

10

消防費 760,992 △1,733 759,259

51,810 △5,187教育費 1,711,762 69,480 1,781,242 4,957 17,900

12

49,415

13

公債費 2,452,475 49,415 2,501,890

△726予備費 200,543 △726 199,817

合　　　　　　計 23,078,197 △81,609 22,996,588 △116,193 △1,200 △5,097 40,881
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